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二
月
二
十
八
日
（
土
）
に
役
員
会

全
体
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
同
報
告
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

二
十
七
年
度
留
任
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
　
会

　

四
月
一
日
（
水
）
の
入
学
式
当
日
、

わ
た
な
べ
記
念
館
に
於
い
て
、
ご
父

母
（
保
護
者
）
多
数
の
出
席
を
得
て

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

選
任
・
委
嘱
さ
れ
た
新
役
員
の
方
々

の
ご
紹
介
の
後
、
新
会
長
に
は
鈴
木

仁
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
役
員

の
紹
介
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
総
会
で
の
決
定
事
項
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長
　
鈴
木
　
　
仁

な
大
学
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
き
め

細
か
さ
な
ど
は
マ
ン
モ
ス
大
学
と
は

こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
と
感
じ
る
は

ず
で
す
。

　

ま
た
、
後
援
会
と
し
て
の
就
職
活

動
支
援
は
、
求
人
見
込
み
先
の
デ
ー

タ
や
就
職
関
連
書
籍
の
寄
贈
を
通
し

て
よ
り
強
固
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
よ
り
多
く
の
皆
様
に
後

援
会
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
後
援
会
活
動
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
皆
様
方
に
は
後
援
会

活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

ま
た
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
不
慣
れ
な

点
が
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
新

役
員
一
同
一
致
協
力
し
て
後
援
会
活

動
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
多
く
の
学
生
が

入
学
し
、
ま
す
ま
す
大
学
の
規
模
も
拡

大
し
て
い
ま
す
。
後
援
会
も
そ
れ
に
見

合
っ
た
発
展
を
遂
げ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
役
員
会
で
は
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
学
生
ま
た
は
後
援
会
の
皆
様
に

と
っ
て
最
適
な
方
法
を
検
討
し
対
応

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

来
る
十
月
三
日
（
土
）
に
は
後
援

保
護
者
会
が
開
催
さ
れ
そ
の
後
、
後

援
会
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非

と
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
家
族
的

平
成
二
十
七
年
度
保
護
者
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
十
月
三
日
（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ご
子
息
、

ご
息
女
の
大
学
で
の
様
子
、
就
職
の

展
望
等
の
報
告
に
つ
い
て
学
年
担
任

と
の
懇
談
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
、
本
学

の
教
育
内
容
に
つ
い
て
一
層
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
後
援
会
主

催
に
よ
る
教
員
と
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
学
部
長
を
始
め
学
科
長
や

学
年
担
任
、
教
科
担
当
教
員
と
の
懇

親
会
（
希
望
者
の
み
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

昨年度の保護者会

松本信二学長
日本綜合医学会会長
渡邊昌先生

◆
祝
開
学
十
周
年
記
念
◆

　

本
学
は
、
四
年
制
大
学
と
し
て
平
成

十
七
年
に
開
学
し
今
年
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
開
学
十
周
年
記
念
式
典
が
平

成
二
十
七
年
六
月
六
日
わ
た
な
べ
記
念

館
に
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
信
二
学
長
の
式
辞
か
ら
始
ま

り
、
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
、
日
本
綜
合
医
学
会
会
長
で

あ
る
渡
邊
昌
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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大
学
開
学
十
周
年
と
い
う
こ
の
節

目
の
年
に
、
本
学
の
第
二
十
九
回
の

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
率

は
、
初
め
て
一
〇
〇
％
を
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
担

任
お
よ
び
国
試
対
策
室
の
先
生
方
を

始
め
、
管
理
栄
養
学
科
の
先
生
方
が

一
丸
と
な
っ
て
指
導
し
た
成
果
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
の

ご
支
援
の
も
と
に
学
生
た
ち
も
最
後

ま
で
諦
め
ず
底
力
を
発
揮
し
て
く
れ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
国

的
に
み
る
と
、
新
卒
・
管
理
栄
養
士

養
成
課
程
百
三
十
校
中
、
合
格
率
一

〇
〇
％
を
達
成
し
た
の
は
四
十
六
校

で
し
た
。
本
年
度
も
担
任
が
中
心
と

な
り
、
新
た
に
国
試
対
策
を
工
夫
し

な
が
ら
指
導
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

良
い
結
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

管
理
栄
養
学
科
で
は
今
年
度
初
め

て
海
外
研
修
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

管
理
栄
養
学
科

念
願
の
国
試
合
格
率

一
〇
〇
％
達
成
！

管
理
栄
養
学
科
長
　
橋
場
　
浩
子

し
た
。
来
年
二
月
九
日
か
ら
六
日
間

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
研
修
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

を
育
成
す
る
と
い
う
意
味
で
も
有
意

義
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

教
職
課
程（
栄
養
教
諭
）が
始
ま
っ

て
今
年
は
二
年
目
と
な
り
、
い
よ
い

よ
平
成
二
十
七
年
九
月
と
平
成
二
十

八
年
二
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
小

学
校
で
の
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習

を
行
い
ま
す
。
栄
養
教
諭
履
修
生
は

一
期
生
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

ち
実
習
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
改
修
さ
れ
た
四
号
館

に
は
、
教
職
実
践
演
習
を
主
と
し
た

多
目
的
演
習
室
、
教
職
課
程
セ
ン

タ
ー
、
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
、
大
学
の
施
設
・
設
備
も
充
実

度
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
学
科
で
は
、
葛
飾
区
と
の

包
括
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、「
か

つ
し
か
の
元
気
食
堂
」
の
展
開
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
九
月
一
九
日

（
土
）
に
は
、
一
周
年
記
念
式
典
、
試

食
会
、
区
民
へ
の
栄
養
相
談
・
指
導

も
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
秋

田
県
の
稲

庭
う
ど
ん

協
会
と
の

共
同
研
究

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
学
生
支
援
・
就
職
支
援
）

●
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座

　

四
月
十
六
日
（
木
）、
外
部
講
師

を
招
い
て
三
年
次
生
を
対
象
に
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書

く
上
で
の
注
意
点
等
の
説
明
・
解
説

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
実
際

に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

作
成
は
就
職
活
動
に
お
い
て
重
要
事

項
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
本
講
座
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
就
職
活
動
の
準

備
を
進
め
て
下
さ
い
。

●
マ
ナ
ー
講
座
（
一
年
）

　

六
月
十
八
日
（
木
）、
新
入
生
を

対
象
と
し
た
マ
ナ
ー
講
座
を
実
施
し

講
座

　

本
学
四
年
次
生
の
内
定
状
況
（
九

月
十
五
日
現
在
）
は
、
五
四
・
六
％

と
昨
年
度
比
プ
ラ
ス
六
ポ
イ
ン
ト
と

上
昇
し
た
。
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
今
後
も
就
職
未
内
定
者
に
対
し
、

継
続
し
て
個
別
に
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
就
職
未
内
定
者
は
積
極
的

に
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

諦
め
ず
に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
ほ

し
い
。

　

現
四
年
次
生
よ
り
就
職
活
動
開
始

（
＝
企
業
の
広
報
活
動
開
始
）
時
期

が
十
二
月
開
始
か
ら
三
月
開
始
に
変

更
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
就
職
活

動
期
間
が
短
く
な
る
た
め
、
事
前
の

準
備
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な

る
。
大
幅
な
就
職
活
動
環
境
の
変
化

に
よ
り
学
生
に
と
っ
て
不
安
が
増
し

て
い
る
が
、
後
援
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
就
職
専

門
業
者
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
内

業
界
説
明
会
な
ど
多
数
の
就
職
関
連

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
で
あ
る
。
積

極
的
に
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
最
新
情
報
を
収
集
し
て
自
身
の

就
職
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

　

就
職
支
援
に
あ
た
り
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
し
た
。
本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
マ
ナ
ー
向
上
運
動
」
の
一
環
で
、

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
受
講
し
て

い
ま
し
た
。

●�

就
職
活
動
の
た
め
の
マ
ナ
ー
講
座

（
三
年
）

　

七
月
九
日
（
木
）、
三
年
次
生
を

対
象
に
就
職
活
動
の
た
め
の
マ
ナ
ー

講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
就
職
活
動

開
始
に
備
え
た
講
座
で
あ
り
、
学
生

同
士
で
挨
拶
の
仕
方
な
ど
確
認
し
合

う
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

就
職
支
援

に
も
漆
器
利
用
に
向
け
た
新
た
な
展

開
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

かつしか元気食堂レシピコンテスト
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開
学
か
ら
十
年
を
経
て
、
大
学
と

し
て
の
形
を
成
し
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。
食
品
学
科
も
二
コ
ー

ス
制
が
定
着
し
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
化
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
は

質
の
向
上
と
と
も
に
完
成
さ
れ
た

コ
ー
ス
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

後
援
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
参

考
に
す
る
こ
と
。
学
生
の
目
を
通
し

て
み
た
大
学
の
姿
を
保
護
者
と
し
て

お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
学
改

善
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
次
に
、
大
学
認
証
評
価
で
受
け

た
意
見
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
等

で
い
わ
れ
て
い
る
こ
れ
か
ら
の
大
学

に
向
け
て
の
留
意
点
。
大
学
の
あ
り

方
は
時
代
ご
と
に
異
な
り
、
時
と
と

も
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
の
社

会
が
求
め
て
い
る
大
学
で
あ
る
た
め

食
品
学
科

こ
れ
か
ら
の
食
品
学
科

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹

に
は
、
様
々
な
意
見
や
指
導
に
耳
を

傾
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
教
育

方
法
に
お
い
て
も
柔
軟
な
姿
勢
で
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の

充
実
化
を
主
と
し
た
学
科
全
体
像
の

再
考
。
現
在
の
食
品
学
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
食
品
分
野
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
系
科

目
で
は
非
常
勤
講
師
に
頼
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
食
品
産
業
に
お
け
る
安

全
性
管
理
や
経
営
管
理
、
消
費
者
も

含
め
た
食
生
活
文
化
等
の
各
分
野
に

専
任
の
教
員
を
置
き
、
学
生
が
卒
業

研
究
と
し
て
十
分
に
学
べ
る
体
制
に

整
え
た
い
も
の
で
す
。
本
学
科
の
学

生
た
ち
が
食
品
業
界
で
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
食
品

関
連
分
野
を
広
く
学
び
、
ど
の
分
野

に
お
い
て
も
臆
せ
ず
取
り
組
め
る
自

信
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
必
要

な
こ
と
を
隈
な
く
吸
収
し
て
社
会
に

旅
立
つ
晴
れ
晴
れ
し
た
顔
の
学
生
た

ち
を
送
り
出
す
こ
と
を
思
い
つ
つ
、

充
実
の
フ
ー

ド
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
、
完

成
さ
れ
た
食

品
学
科
に
向

け
て
努
力
し

ま
す
。

●�

学
友
会
総
会
・
部
・
同
好
会
説
明
会

　

四
月
八
日
（
水
）、「
学
友
会
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
新
役
員
の
選
出
や
新

年
度
の
行
事
予
定
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、「
部
・
同
好
会
説
明

会
」
が
開
催
さ
れ
、
各
団
体
が
熱
心

に
新
入
生
の
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。

●�

新
入
生
歓
迎
会

　

四
月
二
十
三
日
（
木
）、「
新
入
生

歓
迎
会
」
が
開
催
さ
れ
、
葛
飾
区
健
康

部
長
（
葛
飾
区
保
健
所
長
兼
務
）
中
西

好
子
氏
よ
り
、「
食
と
公
衆
衛
生
」
と

題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
の
安
全
対
策
や
食
育
推
進
の
概
要

に
つ
い
て
新
入
生
に
も
深
く
興
味
関

心
を
も
つ
講
演
に
な
り
、
新
入
生
は
真

剣
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。
特
別
講
演

に
続
き
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
れ
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
新
入

生
歓
迎
会
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
今

年
も
地
元

地
域
密
着

の
大
学
祭

と
し
て
、

葛
飾
区
の

後
援
や
地

元
地
域
の

協
力
等
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●�

部
・
同
好
会
活
動

　

平
成
二
十
七
年
度
の
学
友
会
認
可

団
体
は
、
部
六
団
体
（
体
育
系
：
四

団
体
、
文
化
系
：
二
団
体
）、
同
好

会
十
三
団
体
（
体
育
系
：
六
団
体
、

文
化
系
：
七
団
体
）
の
計
十
九
団
体

で
す
。
各
団
体
が
熱
心
に
活
動
を
し

て
お
り
、
学
年
・
学
科
を
超
え
て
交

流
す
る
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
、
学
外
行
事
等
へ
の
参
加

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

大
学
関
係

行
事
へ
の

参
加
協
力

や
学
外
で

の
さ
ら
な

る
活
躍
が

期
待
さ
れ

ま
す
。

●�

体
育
祭

　

五
月
二
十
二
日
（
金
）、
本
学
第
一

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
船
橋
市
）
で
、
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
一
年
次
生
は
ほ

ぼ
全
員
が
参
加
し
、
出
席
率
一
〇
〇
％

の
ク
ラ
ス
が
三
ク
ラ
ス
あ
っ
た
。
上

級
生
も
多
数
参
加
し
、
過
去
最
高
の

出
席
状
況
で

し
た
。

　

当
日
は
教

職
員
参
加
の

競
技
も
多
数

あ
り
、
学
生

間
だ
け
で
な

く
、
教
職
員

と
の
親
交
も

深
め
る
一
日

と
な
り
ま
し

た
。

●�

聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
予
告

　

今
年
度
の
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
は
、

十
一
月
七
日
（
土
）・
八
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
食

で
広
が
る
笑
顔
の
輪
」
に
決
定
し
ま

学
友
会
活
動
報
告

新入生宿泊研修

あぐりによる花植え
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副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長
　
福
本
　
雅
則

　

澄
ん
だ
青
空
を
わ
た
る
秋
風
が
快

い
季
節
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
後
援
会
活

動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
副
会
長
に
ご
指
名

を
賜
り
ま
し
た
福
本
と
申
し
ま
す
。

会
長
と
と
も
に
、
少
し
で
も
活
動
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　

　

さ
て
、
六
月
六
日
（
土
）
の
開
学

十
周
年
の
記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
、
私
は
各
教
室
か
ら
担

任
の
先
生
方
に
引
率
さ
れ
整
然
と
道

路
を
会
場
に
向
か
う
学
生
の
列
と
た

ま
た
ま
同
行
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。

学
部
時
代
の
私
の
姿
と
重
ね
合
わ
せ
、

「
違
い
は
な
ぜ
？
」
と
い
う
疑
問
。
専

門
性
の
強
い
学
び
の
場
へ
進
ん
だ
志

の
賜
物
？
…
当
時
は
私
だ
っ
て
…

　

会
場
へ
向
か
う
一
団
の
会
話
と
表

情
か
ら
ま
ず
一
つ
の
答
え
が
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。先
生
方
と
学
生
た
ち
が
、

適
度
な
距
離
感
を
も
ち
つ
つ
親
近
感
、

信
頼
感
を
も
て
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

学
び
の
場
に
お
い
て
親
近
感
や
信

頼
感
の
共
有
は
、
ど
の
校
種
で
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
一
つ
の
答
え
は
、

式
典
後
の
懇
親
会
で
確
信
に
変
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
ち
こ
ち
で
恩

師
を
囲
む
年
配
の
卒
業
生
の
姿
を
目

に
し
た
と
き
で
す
。
半
世
紀
以
上
に

亘
り
専
門
性
を
重
視
し
つ
つ
、
多
く

の
卒
業
生
と
の
信
頼
感
に
根
差
し
た

絆
を
大
切
に
し
て
い
る
校
風
が
、
き

め
細
か
な
指
導
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
と
。

二
年
担
任

岡
田
　
　
弘
教
授

一
年
担
任

渡
辺
　
順
子
教
授

二
年
副
担
任

植
松
　
節
子
准
教
授

一
年
副
担
任

星
野
　
浩
子
助
教

三
年
担
任

新
村
眞
由
美
准
教
授

三
年
副
担
任

大
塚
　
静
子
講
師

四
年
担
任

鈴
木
　
三
枝
教
授

四
年
副
担
任

矢
島
　
克
彦
助
教

一
年
副
担
任

片
山
　
佳
子
講
師

二
年
担
任

荒
木
　
裕
子
教
授

二
年
副
担
任

大
内
　
和
美
助
教

四
年
担
任

岡
本
　
直
也
教
授

三
年
担
任

筒
井
　
知
己
教
授

四
年
副
担
任

鈴
木
　
等
准
教
授

三
年
副
担
任

植
芝
　
牧
准
教
授

一
年
担
任

伏
脇
　
裕
一
教
授

 

後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

食
品
学
科
担
任
紹
介

平成27年度後援会役員紹介

会　　長	 ４NB	 鈴　木　　　仁
副 会 長	 ３FB	 福　本　雅　則
副 会 長	 ２FA	 加　藤　友　作
会　　計	 ４NA	 大　野　　　孝
会　　計	 ４FA	 川　又　加代子
会計監査	 ３NA	 井　筒　紀　子
会計監査	 １FA	 大　江　博　美
役　　員	 ４NB	 橋　本　孝　子
役　　員	 ４NA	 櫻　井　朋　美
役　　員	 ４FA	 鈴　木　豊　明
役　　員	 ４NB	 中　沢　恵美子
役　　員	 ４FB	 三　村　幸　代
役　　員	 ３NA	 岩　本　智　子
役　　員	 ３NB	 芹　口　恵　子
役　　員	 ３NB	 前　田　悦　子
役　　員	 ３FA	 秋　山　有　司
役　　員	 ３FB	 髙　橋　謙　一
役　　員	 ３FB	 柴　田　礼　子
役　　員	 ３FB	 中　村　　　均
役　　員	 ２NA	 大　塚　英　隆
役　　員	 ２NA	 勝　倉　純　子
役　　員	 ２NB	 西　村　啓　子
役　　員	 ２FA	 五　島　弘　子
役　　員	 １NB	 松　永　真由美
役　　員	 １NB	 田　　　恭　子
役　　員	 １FB	 三　岳　得津子
役　　員	 １NA	 越　沼　晴　枝
役　　員	 １FA	 佐　藤　裕季子
役　　員	 １FA	 新　井　　　薫
役　　員	 １NA	 小　林　恵　美
	 	 〈敬称略〉

●�

学
友
会
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
寄
贈

　

学
友
会
が
使

用
す
る
パ
ソ
コ

ン
一
台
と
プ
リ

ン
タ
ー
一
台
を

寄
贈
し
ま
し
た
。 

学
友
会
で
は
、

各
種
イ
ベ
ン
ト

等
の
書
類
作
成

や
企
画
書
作
成

等
に
使
用
し
大

い
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
キ
ッ
ト

　

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
キ
ッ
ト
一

台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
学
年
の
教
育
・
学
生
指

導
等
に
お
い
て
、
助
手
の
方
々
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●�

ス
テ
ン
レ
ス
製
立
看
板

　

ス
テ
ン
レ
ス
製
立
看
板
十
台
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

●
就
職
関
係

病
院
・
福
祉
・
食
品
業
界
情
報

　

管
理
栄
養
士
職
等
で
就
職
す
る
求

人
見
込
先
の
デ
ー
タ
と
し
て
『
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
中
部
・
九
州
・

沖
縄
病
院
情
報
』
を
デ
ー
タ
及
び
一

部
書
籍
を
、
購
入
し
寄
贈
し
た
。
学

生
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
パ
ソ

コ
ン
で
自
由
に
閲
覧
・
加
工
が
で
き

る
。
ま
た
、
就
職
活
動
の
際
の
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
や
筆
記
試
験
、

面
接
対
策
な
ど
の
関
連
書
籍
に
関
し

て
も
貸
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
学

生
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ステンレス製立看板


